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研究成果の概要（和文）：本研究は、人々の社会的判断の新しい分析方法を、心理計量的手法、

社会的認知研究手法や生理的手法などの諸方法を用いて提案した。また、提案した方法を、社

会的、経済的意思決定状況でどのように用いるかを、心理実験や社会調査を用いて、例示した。

本研究では、社会的状況における人間の社会的判断のいくつかの性質を明らかにし、この得ら

れた知見の実務的な意義についての検討を行った。研究の成果として、いくつかのセミナーを

開催し、学会発表、論文、書籍などを公表した。

研究成果の概要（英文）： We proposed a new analysis method of social judgment for
incorporating multiple methods such as psychometrical method, social cognition research
method, and physiological method in social judgment study. Several examples showed how
to apply the proposed method in social and economic policy making using psychological
experiment and social survey. We found several properties of human social judgments in social

situations, and then discussed practical implications of the findings. We held several seminars and

published several books and papers as research outputs.
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１．研究開始当初の背景

社会的判断とは、社会的状況における有限

のカテゴリーに社会的対象を当てはめるこ

とである。例えば、行政によって提案された

社会的政策を「望ましい」か「望ましくない」

のいずれかのカテゴリーに割り当てること

は社会的判断の一例である。社会的判断の研

究は、国民の合意形成の問題、差別の問題、

教育評価の問題など多方面にわたっており、

その社会的意義は大きいにもかかわらず、そ

の測定法、分析法に関して、充分に確立した

方法がないのが現状である。

社会的判断の測定については、これまでに、

様々な方法が提案されている。第１のアプロ

ーチは、ガットマン法、サーストン法、リッ

カート法などの評定法によるものである。ま

た、第２のアプローチは、潜在的連想テスト

（IAT)などに代表される反応時間測定をも

とにしたものである。そして、最後に、皮膚

抵抗反応、眼球運動測定、脳画像分析などの

生理的方法である。しかし、これらの測定に

よって、データをどのように分析するかにつ

いては、統一的な分析理論がないのが現状で

ある。特に、それぞれの分析方法がどのよう

な心理過程を明らかにしているのかがわか

っておらず、また、その分析方法間の関係も

明らかではない。さらには、社会的判断の分

析を、社会政策にどのように応用していくか

という理論的な視座が充分ではない点が現

在の社会的判断研究の問題であると考えら

れる。

２．研究の目的

本研究は、社会的判断の新しい分析方法を、

認知過程や生理過程に注目した心理実験と

社会調査を通じての検証を通じて開発し、そ

の分析方法を用いて、社会政策に利用するた

めの理論的視座とその実例を提供すること

を目的とした。

具体的には、第１には、社会的判断の評定

に関する調査手法と分析手法を開発するこ

と、第２には、社会的判断の認知処理がどの

ように行われているかを反応時間の分析手

法などを通じて明らかにすること、第３には、

社会的判断にまつわる生理過程を明らかに

すること、第４には、評定法、反応時間法、

生理的方法の３つのアプローチの相互関連

を明らかにすること、第５には、都市問題、

交通計画問題、消費者問題などの社会的政策

への応用を考慮した理論的基盤とその応用

への具体的方法を検討することであった。こ

れらの目的間の関係を図 1 に示した。図 1

に示されているように、第１、第２、第３

目的の知見を総合して、第４目的を達成し、

さらにこれを通じて第５目的を達成するこ

とを目指した。

図１ 研究の目的

３．研究の方法

第１の目的を達成するために、これまで進

めてきた心理評定におけるファジィ評定法

などを用いた評定方法を開発した。特に、曖

昧性下における認知バイアスを説明できる

ような社会的判断のモデルとその分析法も



検討した。第２の目的を達成するために、反

応の生起メカニズムを組み込んだ IAT など

の潜在認知反応の計量分析手法を検討して、

多次元的な IAT 測定法を開発した。第３には、

眼球運動や心拍、SCR 反応などの生理的手法

をもとにした併用的な分析技法を検討した。

第４には、評定法、反応時間法、生理的方法

の３つのアプローチの相互関連を明らかに

するために、ネットワークを仮定した多変量

モデルを考案して、これらを数理解析ソフト、

計算機シミュレーションソフトに実装した。

第５には、国内外の現地調査を行い、関係者

へのインタビューや資料収集を通じて、社会

的問題の現場の意向を調査し、実践的に役立

つような社会的判断研究の手法の開発やそ

の知見の応用を検討した。

４．研究成果

第１には、社会的判断における曖昧性を測

定するファジィ評定法による社会的判断の

方法を開発した。特に、曖昧性下における認

知バイアスを説明できるような社会的判断

のモデルとその分析法も開発した。第２には、

社会的判断の認知処理がどのように行われ

ているかを反応時間の分析手法などを通じ

て明らかにし、反応の生起メカニズムを組み

込んだ IAT などの潜在認知反応の計量分析

手法を開発した。これにより、様々リスク判

断における潜在認知の構造をある程度明ら

かにすることができた。第３には、社会的判

断にまつわる生理過程を明らかにし、この生

理的手法をもとにした併用的な分析技法を

検討し、社会的判断の説明に、これらの生理

的指標が有効であることを確認した。第４に

は、評定法、反応時間法、生理的方法の３つ

のアプローチの相互関連を明らかにするた

めの、多変量モデルを考案して、これらの相

互関係をモデル化し、実際の実験結果や調査

結果の説明をある程度行うことができた。第

５には、都市問題、交通計画問題、消費者問

題などの社会的政策への応用を考慮した理

論的基盤とその応用への具体的方法を検討

して、実践的に役立つような社会的判断研究

の手法の開発やその知見の応用を検討した。

また、本研究の成果を国内外に公表するた

めに、学会等で成果を発表し、また、啓蒙書

の出版なども出版し、研究集会やシンポジウ

ムで一般市民、研究者などの専門家との意見

交換を行った。
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